実技課題
住環境コーディネート科

実技課題
「配管接合」
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1　課題名　：　配管接合
2　課題時間

	No.
	作業内容
	標準時間

	1
	パイプ材料取り
	15分

	2
	配管接合作業
	45分

	
	合計
	60分


3　課題内容
（1）注意事項及び仕様に従い下記の訓練課題図よりパイプの切断寸法を計算し、塩化ビニル管の材料取り表を埋めなさい。
（2）注意事項及び仕様に従い訓練課題図より配管作業を行いなさい。

4　注意事項

　（1）支給された材料の品名、数量などが、「支給材料」のとおりであることを確認すること。

　（2）支給された材料に異常がある場合は、申し出ること。

　（3）試験開始後は、原則として、支給材料の再支給をしない。

　（4）使用工具等は、指定した以外のものは使用しないこと。

　（5）試験中は、工具等の貸し借りを禁止する。

　（6）参考書や試験場外で作成した原寸図等は、使用しないこと。

　（7）作業時の服装等は、作業に適したものとし、保護帽又は作業帽を着用すること。

　（8）標準時間を超えて作業を行った場合は、超過時間に応じて減点される。

　（9）作業が終了したら、指導者に申し出ること。

　（10）作業上、補助が必要な場合には試験者から補助者に申し出ること。
　（11）補助者は試験者の補助に徹すること。
　（12）支給された材料以外に、追加材料が必要な場合は、指導者に申し出ること。
　（13）材料取りには電卓を使用しても構わない。
5　仕様

（1）配管は切断後、切り口のまくれ等は除去し、接合前に管内に切粉等を残さぬように掃除すること。

（2）配管図を読み、各種工具等の準備を行う。その後管の加工を行い、所定の接合法により接合課題を作成する。作成した課題については機能検査（水圧検査）、外観検査（寸法精度・できばえ）及び作業態度（安全面・機器の取扱い・工夫）等を考慮し習得度の確認を行う。

6　支給材料

	品名
	寸法又は規格
	数量
	備考

	水道用硬質塩化ビニル管
	13Ａ 2m
	1
	

	水道用硬質塩化ビニル管継手エルボ
	13Ａ
	4 
	

	水道用硬質塩化ビニル管継手チーズ
	13Ａ
	2 
	

	水道用硬質塩化ビニル管継手バルブ用ソケット
	13Ａ
	1 
	

	水道用硬質塩化ビニル管継手水栓用ソケット
	13Ａ
	1 
	

	訓練課題用紙
	
	１部
	P4～P5参考

	材料取り解答用紙
	
	1枚
	提出用紙

	訓練課題確認シート
	
	1枚
	提出用紙


7　使用機材一覧
	工具名
	寸法又は規格
	数量
	備考

	シールテープ
	テフロン製
	適量
	

	塩ビのこ
	
	1
	

	塩ビ面取り器
	
	1
	

	接着剤
	塩化ビニル管用
	適量
	

	ウエス
	
	若干
	

	寸法測定具
	直尺・折り尺・巻尺
	1
	

	筆記用具
	
	適宜
	

	電卓
	
	1
	任意


8　課題：配管図

注）

・訓練課題図の寸法は、完成した配管の中心線間の寸法を示している。
・単位は、mmとする。
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1 作業時間


	60分（作業準備・休憩時間を除く）





2 配布資料


	・訓練課題用紙　　1部


	・材料取り解答用紙　　1部


	・訓練課題確認シート　　1部





3 課題作成、提出方法


	各作業が完了した時点で指導員の確認を受けること
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